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研究成果の概要（和文）：本研究では、都市開発や土地再生事業にあたって、当該地域が有する

自然環境の基盤的構造を保全しつつ、その特性を土地利用と人為的干渉の結果であるランドス

ケープとして顕在化させるための計画・設計手法のモデルを検討した。丘陵地のニュータウン

における緑地の体系化、沿岸部の低湿地帯における土地造成の手法、河川堤外地の植生管理、

の３つの側面から検討し、多様な立地条件と空間スケールにおいて構築するための条件を確認

した。  
研究成果の概要（英文）：Modeling of landscape design and planning for actualizing natural 
environment structure underlying the land designated to urban development and 
environmental restoration projects has been explored. A series of case studies including 
open space system of collective housing sites in suburban hillside area, land reclamation 
methods in lowland delta along waterfront area, and vegetation control of open space in 
river terrace area indicated several conditions to be considered in the process of modeling. 
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１．研究開始当初の背景 
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造を抽出し、それらに基づいた地域環境再生

のためのモデルを提示するための諸条件につ

いて調査研究を蓄積してきた。その成果とし

て、これらの開発行為は、基盤となる自然環

境構造を決定的に改変しているわけではなく、

特に地形の構造と水系のネットワークについ

ては、従前のシステムをなんらかのかたちで

継承していることが明らかとなった。将来的

に、これらの地域の空間更新や再開発事業に

あたっては、これら自然環境構造のしくみを

保全、再生することを基軸にすえることが技

術的に可能であることも検証されている。本

研究では、これらの成果を発展的に継承し、

対象を徐々に拡大して実施した。 

 

２．研究の目的 

本研究では、上記１の学術的・社会的背景の

もとに、既往研究の成果を発展させるべく、

研究計画の期間内に下記の事項を明らかに

しようとした。 

（１）丘陵地のニュータウン開発における造 

成計画、排水計画、緑地整備計画を通じて人 

為的な干渉をうけた自然環境の構造がどのよ

うな状態にあるかを明らかにする。 

（２）対象を沖積低地ならびに都市河川の河 

川堤外地等に拡大し、同様の方法論に基づく 

自然環境の構造を抽出する。 

（３）抽出された自然環境の構造を、空間や 

景観の実体として顕在化させるための土地利

用計画モデルのありかたを提示し、その有効

性を検証する。 

（４）抽出された自然環境の構造を、空間や 

景観の実体として顕在化させるための空間設

計モデルのありかたを提示し、その有効性を

検証する。 

 

３．研究の方法 

（１）丘陵地のニュータウン 

①ニュータウンの造成計画、排水計画、緑地 

整備計画など自然環境への人為的な干渉の内

容や程度を図面、文献資料から把握する。 

②開発計画の影響を受けた地形‐水系システ 

ムの改変の現状を図面、地図資料や現地調査 

などから確認する。 

③公園緑地系統や住区構成に内在する丘陵 

地の地形‐水系システムを、丘陵地ニュータ 

ウンの自然環境構造として抽出する。 

（２）沖積低地 

①古地図等の分析を通じて、江戸期から明治 

初期にかけて形成されていた低湿地帯の土 

地利用と水系システムを確認する。 

②明治中期から昭和初期にかけての産業立 

地に伴う水路沿いの土地基盤整備の実体を 

地図等の地理情報と文献によって確認する。 

③地盤沈下による土地条件の不整合の発生 

ならびにその後の回復の過程を、数値地図情 

報のデータを用いた三次元地形モデリング 

によって確認する。 

（３）河川堤外地 

①大阪府の石川河川公園を対象として、植生 

管理に関わる諸事象を空間規模と発生頻度、 

継続時間の違いから時空間スケールに基づ

いて図式化する。 

②河川空間の整備内容と植生調査結果に基 

づき、各整備内容と植生変化との関係を把 

する。 

 
４．研究成果 

（１）千里ニュータウンの集合住宅団地に内

在する自然環境構造とその形成過程 

 千里ニュータウンの集合住宅団地内のオー

プンスペースには、開発の経緯の違いに応じ

た「質」の違いと、社会情勢の変化に対する

時期的な「ズレ」があったことがわかった。

集合住宅団地計画において、土地造成と宅盤

整備の計画理念が一貫していることは理想で
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ある。企業局案を継承した府営団地では、原

地形や自然環境構造の「囲い込み」を意図し

た空間配置が実現していた。府営団地のOSの

多くは駐車場へと姿を変えたが、なお公園緑

地として存在する団地内OS には地域の自然

環境構造が保全されている場合が多い。これ

らのOS は現在大阪府の所有地であるが、都市

計画的に担保されてはいない。 

 一方、住棟を南面平行配置するため、造成

計画に大きな転換があった公団団地では、地

域の自然環境構造がそのまま公園や緑地とし

てその場に保全されることはなかった。しか

し、囲み型配置における住棟と中庭が生み出

す豊かな住環境に変わるものとして検討、創

出された「歩行者専用道路とプレイロット等

の集約」は、竣工後の社会情勢の変化にも耐

えうるものであった。府営団地の中庭型OSが

駐車場に変化したのに対し、公団団地の歩行

者専用道を軸とするOS は緑地のネットワー

クを堅持できた。この公団団地のOS は地形の

変換点を結ぶ位置にあり、その系統や配置に

地域の自然環境構造を「継承」していると考

えることができる。こうした内在する自然環

境構造の特徴の読み解きは、建替時のOS配置

計画に「必然性」を与えることにつながる。 

 

図１ 千里NT団地内OSの変遷と自然環境構造 

（２）大規模郊外住宅市街地における自然環

境の構造化とその実践的展開過程 

 ケーススタディの対象となった計画事例の

プロセスのなかで、第二段階と第四段階の２

つのピークにおいて自然環境構造化の試みが

確認された。環境共生のための要素技術の集

積に留まらず、地形の構造を主軸として地域

の自然環境に対峙し、この構造を読み解き系

統立てていこうとするプロセスを評価するこ

とができる。現在の事業認可案にも土地利用

が類似している案をもとに、今後の開発の進

捗過程において活用可能な空間構成手法を提

案することができる。 

 

図２ 自然環境構造のケーススタディ 

①ランドフォームの形成 

原地形を特徴付ける尾根と谷のフォーメーシ

ョンを踏襲し、それらを造成地形のランドフ

ォームとして再生することが最も重要である

と考えられた。中央部を南北に縦断する谷地

形を地区の骨格と捉え、北側の学研施設用地

内の調整池にまで連続させたうえ、学術研究

施設用地やセンター用地、学校用地等の柔軟

な施設配置が期待できる土地利用のゾーンに

おいては、原地形のランドフォームを部分的

に保全再生しつつ、空間構成の手がかりとし

ていくことができる。南側の学研施設用地に

おいては、谷と斜面の原地形を保全し自然環

境軸の連続性を担保することができる。 

②水系システムの継承・再編 

原地形を特徴付ける尾根と谷のフォーメーシ

ョンがつくりだしている水系システムを継承

することによって、谷の上流から下流にかけ
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ての地表水の供給パターンを保全することが

できる。北側の学研施設用地内においては、

地区中央部からの地表水の供給を受け入れる

ことのできるしくみ（調整池や幹線道路にお

けるアンダーパス等）を確保していくことが

必要である。自然環境軸となる谷の道（歩専

道等）を活用した雨水排水システムのネット

ワークを構築していくことが望ましい。 

（３）ニュータウン集合住宅団地内に現存す

る樹木の樹形と立地との関係 

①現存樹木の樹形の特徴 

樹高と枝張から把握した樹形および配植位置

の検討から、現存樹木の特徴は「規格形状」

「自然樹形」「剪定管理」「生育不良」など

に分類できる。自然樹形の樹木はオープンス

ペースとの関係、配植や植栽密度、剪定管理

された樹形は住棟間隔や住棟との距離など、

住棟やオープンスペースとの位置関係や配植

の影響を受けることが示唆された。 

②竣工当時の植栽木の変化 

樹形の特徴を検証するために、竣工図に記載

されている植栽樹木の位置と規格をみた。竣

工時の高木植栽は本数、樹種共に現存樹木よ

りも少なかった。前述した果樹は、竣工図に

は記録されておらず、竣工後に植栽され、成

長したと考えられるとともに成長、結実する

果樹が住民の愛着を育んだことが推測される。 

③団地宅盤造成の現存樹木の生長への影響 

盛土地に生育する高木樹木に造成の影響が見

られ、現存樹木の保全・移植の判断のひとつ

の視点となると思われる。ただし住棟やオー

プンスペースの配置計画が地形と関連してい

るため、幹周の分布が宅盤造成に起因する生

理的影響か、樹木の配植計画によるものかは

安易に決断できない。一部では歩行者専用道

路、他では中心部の児童公園に大径木が分布

する傾向がみられた。 

 以上の諸点より、団地内の樹木や緑が物理

的な環境改善機能や住民意識の向上に資する

のみでなく、植栽時の規格寸法から生長して

いく過程での開発の経緯や履歴を反映した特

徴を有していることが明らかになった。団地

内に現存する樹木群の樹形は、植栽時の標準

的な規格から生長して自然樹形に近づく一方、

剪定など維持管理により変形して、団地や樹

種ごとに異なる特性をもっていた。樹形の違

いは、住棟との距離やオープンスペースとの

近接状態など、配植位置や維持管理条件の違

い、竣工後の駐車場整備など団地内生活空間

の改善に伴う植栽の変化など計画の履歴を反

映していた。さらに、一見均質に見える宅盤

も原地形や開発過程の違いにより異なる立地

条件をもち、ある種の樹木にはその違いが反

映される可能性も示唆された。 

（４）江東デルタ地帯の面開発市街地住宅に

おける土地利用条件の改善方法 

① 大島４丁目団地 

引渡し時の地盤は3 物件の中では最も起伏が

あり、宅盤造成、及び造園的造成における地

盤の変化率も大きい。住宅地としての土地利

用条件の改善が積極的な地形改変を通じて行

われたことが評価される。オープンスペース

の計画においてもアクティビティの低い場所

に位置する苑地は実は運河に近い部分にある、

というような利用頻度に応じた空間の段階的

な整理がなされている。南側の運河側の苑地

では、苑地容積率が最も高く、運河沿いの環

境整備の拠点となり得る。 

② 大島６丁目団地 

南北軸に連続する苑地は、既成市街地内の重

要な緑の軸である。これだけの延長を有する

苑地は、レクリエーションスペースや良好な

都市景観を形成する上での拠点となり得る。

「苑地容積率」は運河とは反対側が高くなっ
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ているが、これは、運河沿いの微高地の範囲

の拡張に大きく貢献しているものである。 

③ 北砂５丁目団地 

３件の中では最も苑地が集約し、規模も最大

である。苑地容積率も最も大きい。南と北ブ

ロックを合わせた敷地の中央部が最も「苑地

容積率」が高く、それが、南端の境界までゆ

るやかに伸びている。運河沿いの微高地を敷

地規模で拡張することに貢献している。 

 

図３ 苑地容積率の算定図 

 江東デルタ地帯の都市環境の構造を立脚点

とすれば、面開発市街地住宅の苑地の断面構

成や「苑地容積率」から読み取れる植栽基盤

のボリュームは運河沿いの微高地の組成の一

部になっていることが読み取れる。運河とい

う都市の水系と都市再開発の過程で盛り上げ

られた地盤は、植栽基盤として優れているも

のであり、基幹施設整備や防災という観点か

らも住宅地環境としての水準も高い「環境基

盤」であるといえる。また、その広がりも面

的な再開発によって街区単位による変容をし、

全体の構造に多様性を与えているものである。 

（５）河川堤外地の都市公園における自然回

復型ランドスケープデザイン 

 整備された立地の広い範囲で多年生草本

群落への移行が見られるが、農業用水路や

高水敷を開削し本流からの導水を意図した

梅川旧流路跡の立地では 1 年生草本群落が

維持されており、小規模な洪水による攪乱

が継続して発生していることが明らかとな

った。とくに農業用水路では、2008 年夏季

に排水機能を確保するために人為的に堆積

土砂の浚渫や草本の刈り取りが実施され攪

乱の代替となった。計画・設計において対

象地を取り巻く事象を時空間スケールで整

理し、関連づけておいたことで、営農活動

を自然回復型の公園計画に取り込み、立地

の「状態」を生み出す営力として機能させ

ることが可能であると明らかになった。 

 一方、雨水により涵養される池では、整

備後1年目に確認された池のほとんどがセ

イタカアワダチソウ-クズ群落におきかわ

ったことからも陸化しつつあるといえ、開

水面を維持する場合は、高茎草本の刈り取

りや掘削を考慮する必要がある。多年生草

本が拡大しつつある高水敷斜面地から平地

においては、今後これまでの5年間に生じた

洪水を上回る、中規模・大規模洪水が発生

すれば変化することも期待できる。1995年

に発生した洪水では高水敷への氾濫、土砂

の堆積が見られる。今後発生する洪水の規

模に留意するとともに、植生に影響を及ぼ

すと思われる中・大規模の洪水については、

その撹乱程度と植生変化を検証しなければ

ならない。加えて、高水敷の地盤が水面よ

り高いため土砂の堆積が進行する可能性が

あることや農業用水路の開渠、梅川旧流路

跡の開削、地形の凹凸整備によってできた

勾配が急峻であるため、セイタカヨシ群落

の拡大が進行するなどの指摘もある。 

 検証の結果、対象地を取り巻くさまざま

な事象を計画・設計段階において事前に時

空間スケールで整理し、関連づけることで、

人の利用による撹乱等も計画・設計と連動

した植生管理として位置づけることが可能
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となり、人為的撹乱を投入する時期を見極

める方法ともなった。 

図４ 整備の影響と植生変化の関係 
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